
平成２９年度東京都「学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ推進協議会事業」活動実践事例 

府中市 

学 校 名 【小学校】 
府中第一・府中第二・府中第三・府中第四・府中第六・府中第
七・府中第八・府中第九・府中第十・武蔵台・住吉・新町・本
宿・白糸台・矢崎・若松・小柳・南白糸台・四谷・南町・日新 

【中学校】 

府中第一・府中第二・府中第三・府中第四・府中第六・府中第

七・府中第八・府中第九・府中第十・浅間 

コーディネーター数 ５５人（各校１～２人） 

ボ ラ ン テ ィ ア 数 延べ６０００人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 活動の概要 

文部科学省が推進するコミュニティ・スクールの取組を研究・実践する学校（府中第五小・府中

第五中）以外の各市立学校において、「学校支援ボランティア推進協議会事業」を活用して「府中

版コミュニティ・スクール」事業を実施している。 

 学校と地域との双方向での活性化を目指し、地域の特性を生かし、地域住民と協働しながら、教

育活動支援や地域活動を実施している。 

【取組内容例】 

 ○授業・学校行事支援 

（ゲストティーチャー、外国語活動支援、校外学習引率支援、家庭科実習サポート等） 

 ○学習支援（放課後学習教室、サマースクール、稲作等農業体験活動、地域安全マップ作り等） 

 ○学校図書館活動支援（読み聞かせ活動、蔵書管理、環境整備） 

 ○キャリア教育支援（職業講話・地域の方による中学生の模擬面接） 

 ○安全・防災（登下校・放課後見守り、地域防災訓練、避難所開設訓練等） 

 ○地域の伝統・文化（お囃子体験、相撲指導、地域行事への参加） 

 ○環境美化（地域清掃、校庭芝生管理、花壇整備、校舎） 

 

□ コーディネーターの役割【学校の実施状況から】 

○学校内で必要な教育支援活動等の総合的な調整 

○学校（教員）とボランティアとの間の連絡・調整、取りまとめ 

○地域の町会や近隣大学等でのボランティア募集 

○学校の教育活動に関する広報 

                 

□ 活動上の工夫や配慮等【学校の実施状況から】 

○連絡に電子メールを活用したり、会議の時間設定を工夫するなどしたりして、学校及び地域の方

双方が負担感を感じることなく活動できるようにしている。 

○地域ボランティアに参加する中学生に事前指導を入念に実施し、活動当日の生徒と地域の方との

関わりを重視した活動とした。 

○コーディネーターが各種地域団体の会合や委員会に出席し、学校と連携できる要素を把握するよ

う活動している。 

 

□ 活動の成果や感想 【学校の実施状況から】 

○ボランティアの方々は地域の伝統文化を次世代に広めること、児童にとっては伝統文化を引き継

ぐ人々の思いを直接聞くことができる機会として社会科等の学習の理解を深めることにつながり、

互いのニーズに合った活動ができた。 

○読み聞かせ活動が定着し、読書好きの児童が増えるとともに、読み聞かせをした方からは、「子

供たちが真剣に聞いてくれるので、出勤前のエネルギーとなる。」という言葉をいただいた。 

http://www.syougai.metro.tokyo.jp/sesaku/shien.html

